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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リス
クや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画数値と異なる可能性があるこ
とにご留意ください。又、本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。
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Ⅰ．Ⅰ． ２００４年３月期（中間）の業績２００４年３月期（中間）の業績

ⅡⅡ．． ２００４年３月期（通期）の見通し２００４年３月期（通期）の見通し

ⅢⅢ..今後の経営戦略今後の経営戦略
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ＩＴ業界の事業環境（上期）ＩＴ業界の事業環境（上期）
Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

日本経済は最悪期を脱出したとみており、日本経済は最悪期を脱出したとみており、
ITIT投資は徐々に回復していると見られる。投資は徐々に回復していると見られる。
–– 産業全体に及ぶ産業全体に及ぶITIT投資の回復。投資の回復。

ＩＩTT企業は二極分化企業は二極分化
–– ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｪｱ（ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｪｱ（PKGPKG・・SWSW））は回復の兆し。は回復の兆し。

–– ソフト受託開発などは厳しさ続く。ソフト受託開発などは厳しさ続く。

–– 独自性を持った企業が勝ち組みに。独自性を持った企業が勝ち組みに。
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Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

上期の概況上期の概況

～～半期ベースでは、売上高及び経常利益が過去最高を更新～半期ベースでは、売上高及び経常利益が過去最高を更新～

①① 売上高：売上高：前期比５．９％増前期比５．９％増、、計画比３．６％増計画比３．６％増

【【前年前期比前年前期比】－「ソリューション」】－「ソリューション」において、バージョンにおいて、バージョン
アップによる押上げ効果で大幅に伸長。「アップによる押上げ効果で大幅に伸長。「関連製品」関連製品」はは
減少したが、「減少したが、「サービス」サービス」は続伸。は続伸。

【計画比】【計画比】－バージョンアップ効果が予想以上に大きく寄－バージョンアップ効果が予想以上に大きく寄
与した。与した。

②② 経常利益：経常利益：前期比５．４％増前期比５．４％増、、計画比１７．０％増計画比１７．０％増

【【前年前年前期比前期比】】－「ソリューション」の好調により、営業増－「ソリューション」の好調により、営業増
益となった。益となった。

【計画比】【計画比】－投資有価証券売却損の縮小から営業外損－投資有価証券売却損の縮小から営業外損
益が計画の「０」から配当収入等により２億９千万円の益が計画の「０」から配当収入等により２億９千万円の
黒字計上。黒字計上。
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Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

上期の業績上期の業績
（単位：百万円）（単位：百万円）

注）伸率は前年前期比増減率注）伸率は前年前期比増減率

02/9 03/9 03/9

比率 （予想） （実績） 比率 伸率

売上高 6,046 100.0% 6,180 6,402 100.0% 5.9%

売上総利益 4,948 81.8% 5,037 5,218 81.5% 5.5%

販売管理費 2,308 38.2% 2,450 2,479 38.7% 7.4%

営業利益 2,639 43.6% 2,587 2,739 42.8% 3.8%

営業外損益 234 3.9% 0 289 4.5% 23.5%

経常利益 2,873 47.5% 2,587 3,028 47.3% 5.4%

当期利益 1,521 25.2% 1,500 1,738 27.1% 14.3%
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上期の部門別売上高上期の部門別売上高
（単位：百万円）（単位：百万円）

注）伸率は前年前期比増減率注）伸率は前年前期比増減率

Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

02/9 03/9 03/9
構成比 （予想） （実績） 構成比 伸率

ソリューション 1,907 31.5% 2,000 2,216 34.6% 16.2%

関連製品 1,909 31.6% 1,780 1,745 27.3% △ 8.6%

サービス 2,230 36.9% 2,400 2,441 38.1% 9.5%

合計 6,046 100.0% 6,180 6,402 100.0% 5.9%

••ソリューション：ソリューション：Windows98Windows98及びＮＴのサポート終了に伴い、スタンドアロンと及びＮＴのサポート終了に伴い、スタンドアロンと

ＬＡＮＰＡＣＫの更新需要が喚起された。ＬＡＮＰＡＣＫの更新需要が喚起された。
••関連製品：都銀向けの受託開発は「０」であったが（計画線）、新ＥＲＰのカスタ関連製品：都銀向けの受託開発は「０」であったが（計画線）、新ＥＲＰのカスタ
マイズが拡大し、前年同期比１ケタのマイナスにとどまる。マイズが拡大し、前年同期比１ケタのマイナスにとどまる。
••サービスサービス ：奉行保守契約料と都銀向けＥＢ使用料が拡大。：奉行保守契約料と都銀向けＥＢ使用料が拡大。
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上期のソリューション別出荷数量上期のソリューション別出荷数量
（単位：本）（単位：本）

注）伸率は前年前期比増減率、バージョンアップを含む。注）伸率は前年前期比増減率、バージョンアップを含む。

Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

02/9 03/9
構成比 （実績） 構成比 伸率

新ERP 511 2.9% 606 2.9% 18.6%

LANPACK 2,143 12.4% 2,369 11.2% 10.5%

Standalone 11,867 68.4% 15,654 73.7% 31.9%

太鼓判 2,817 16.2% 2,597 12.2% △ 7.8%

合    計 17,338 100.0% 21,226 100.0% 22.4%

••新ＥＲＰ：ユーザー評価の高まりと営業強化により、大幅に拡大。新ＥＲＰ：ユーザー評価の高まりと営業強化により、大幅に拡大。
•• ＬＡＮＰＡＣＫなど：ＬＡＮＰＡＣＫなど：Windows98Windows98（（0404年年11月）及び月）及びWindowsWindowsＮＴＮＴ ServerServer（（0404年年1212月）にサポー月）にサポー
ト終了の予定。これに伴い、これらをプラットフォームとするスタンドアロン（ト終了の予定。これに伴い、これらをプラットフォームとするスタンドアロン（9898）とＬＡＮＰＡ）とＬＡＮＰＡ
ＣＫ（ＣＫ（NT ServerNT Server））の更新需要が４月頃より顕在化してきた。の更新需要が４月頃より顕在化してきた。
••更新需要がなかった場合、スタンドアロンは横這い（従来はマイナス成長）、ＬＡＮＰＡＣＫ更新需要がなかった場合、スタンドアロンは横這い（従来はマイナス成長）、ＬＡＮＰＡＣＫ
はプラス成長とみられる。はプラス成長とみられる。
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ソリューションの需要構造の変化ソリューションの需要構造の変化
Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

従業員数従業員数 ＩＴ投資動向と当社製品ＩＴ投資動向と当社製品

大企業

中堅企業

中規模企業

小規模企業

1,000名～

100～
1,000名

30～
100名

～30名

•業績不振で、低
予算によるＩＴ投
資（費用対効果
を重視）

•二極分化。勝ち
組においてＩＴ化
が進展
•新興企業の成長
に伴うＩＴ投資

•業績悪化で、ＩＴ
投資が縮小・抑制
へ

新ＥＲＰ

LANPACK

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ

太鼓判

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄ
による対応

勝ち組、新興企業

勝ち組

9898万円～万円～

7878万円～万円～

1515～～2525万円万円

4.84.8万円万円

＜＜定価＞定価＞

更
新
需
要

更
新
需
要
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ＥＢソリューションＥＢソリューション
Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

◆都銀向けＯＥＭ製品◆都銀向けＯＥＭ製品

２００３年８月末累計２００３年８月末累計出荷本数出荷本数：５１，５８５本：５１，５８５本

２００２年８月末累計出荷本数：４２，３０４本２００２年８月末累計出荷本数：４２，３０４本

◆◆ 地銀向けＯＦＦＩＣＥＢＡＮＫ地銀向けＯＦＦＩＣＥＢＡＮＫ

今上期出荷本数：２，５５９本（前上期：２，９５６本）今上期出荷本数：２，５５９本（前上期：２，９５６本）

提供先 商品名 提供時期

ＵＦＪ銀行 Ｕ－ＬＩＮＥ Ｘｔｒａ 1998年5月

東京三菱銀行 せるふバンク 2000年5月

三井住友銀行 ﾊﾟｿｺﾝﾊﾞﾝｸ･ﾅﾋﾞ･ｼﾞｭﾆｱ 2000年9月

みずほ銀行 みずほ２０００ 2000年9月
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販売費及び一般管理費の内訳販売費及び一般管理費の内訳
（単位：百万円）（単位：百万円）

Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

02/9 03/9
構成比 （実績） 構成比 伸率

売上高 6,046 100.0% 6,402 100.0% 5.9%
販売及び管理費 2,308 38.2% 2,479 38.7% 7.4%
販管人件費 630 10.4% 675 10.5% 7.1%
研究開発費 482 8.0% 537 8.4% 11.4%
広告宣伝費 299 4.9% 392 6.1% 31.1%
地代家賃 207 3.4% 201 3.1% △ 2.9%
減価償却費 30 0.5% 28 0.4% △ 6.7%
その他経費 660 10.9% 646 10.1% △ 2.1%

注）伸率は前年前期比増減率注）伸率は前年前期比増減率

••研究開発費：新入社員６０名のうち、３５名を開発本部に配属。研究開発費：新入社員６０名のうち、３５名を開発本部に配属。

••広告宣伝費：単価は下げ止まり。今上期より、新ＥＲＰ中心にＴＶＣＭ等の本広告宣伝費：単価は下げ止まり。今上期より、新ＥＲＰ中心にＴＶＣＭ等の本
数を増加させた。数を増加させた。
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貸借対照表－資産の部貸借対照表－資産の部
（単位：百万円）（単位：百万円）

••投資有価証券の購入投資有価証券の購入
　　　　　　　　　　　　　　3,0323,032百万円百万円
••投資有価証券の売却投資有価証券の売却
　　　　　　△　　　　　　△4,9114,911百万円百万円
••出資金の増加出資金の増加

1,5961,596百万円百万円
••強制評価損強制評価損

△△618618百万円百万円
••時価評価差額時価評価差額
　　　　　　　　　　　　　　4,9414,941百万円百万円
••有価証券ａ／ｃへの振替有価証券ａ／ｃへの振替
　　　　　　△　　　　　　△1,1951,195百万円百万円

Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

02/9 03/9
増減

現金預金 17,128 20,955 3,827
受取手形 343 287 △ 56
売掛金 1,528 1,742 214

有価証券 1,283 1,195 △ 88

たな卸資産 120 143 23
その他 237 255 18
貸倒引当金 △ 24 △ 21 3

有形固定資産 437 426 △ 11

無形固定資産 93 93 0

投資その他の資産 24,611 27,453 2,842

45,756 52,528 6,772

流
動
資
産

固
定
資
産

資産合計



11

貸借対照表－負債・資本の部貸借対照表－負債・資本の部
（単位：百万円）（単位：百万円）

••年間保守契約料前受年間保守契約料前受

分の増加分の増加

••投資有価証券の時価投資有価証券の時価

の上昇に伴う増加の上昇に伴う増加

••投資有価証券の時価投資有価証券の時価

の上昇に伴う増加の上昇に伴う増加

Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

02/9 03/9
増減

買掛金 92 122 30
未払金 463 283 △ 180
未払法人税等 1,167 1,409 242
前受収益 1,888 2,034 146
その他 795 867 72
繰延税金負債 1,343 3,000 1,657
退職給付引当金 170 216 46

負債合計 5,918 7,931 2,013
資本金 10,519 10,519 0
資本準備金 18,415 18,415 0
利益準備金 141 141 0
その他の剰余金 13,488 15,613 2,125
有価証券評価差額金 △ 938 1,981 2,919
自己株式 △ 1,787 △ 2,072 △ 285

資本合計 39,838 44,597 4,759
負債・資本 45,756 52,528 6,772
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キャッシュ・フローキャッシュ・フロー
（単位：百万円）（単位：百万円）

Ⅰ．２００４年３月期（中間）の業績

02/9 03/9
3,099 2,565 2,982

売上債権減少 1,116
△ 277
△ 1,344
88

149 19 有価証券の売却等 1,300
投資有価証券の取得 △ 2,294

2,696
△ 1,621
△ 62

△ 1,356 △ 365 △ 295
△ 70

1,892 2,219
15,235 18,735
17,128 20,955

現金及び現金同等物の増加額
現金及び現金同等物期首残高
現金及び現金同等物期末残高

財務活動によるキャッシュ・フロー 配当金支払
自己株式取得

投資有価証券の売却等
出資による支出
その他

前受収益減少
法人税等支払
その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

主な増減理由
営業活動によるキャッシュ・フロー 税引前利益
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２００４年３月期（通期）の業績見通し２００４年３月期（通期）の業績見通し
Ⅱ．２００４年３月期（通期）の見通し

①① 売上高：売上高：前期比５．３％増前期比５．３％増

更新需要は下期も継続し、スタンドアロンとＬＡＮＰＡＣＫは増更新需要は下期も継続し、スタンドアロンとＬＡＮＰＡＣＫは増
加の見通し。加の見通し。

新ＥＲＰはさらに拡大へ。新ＥＲＰはさらに拡大へ。

都銀の新規投資抑制でＥＢの受託開発が減少都銀の新規投資抑制でＥＢの受託開発が減少
　　＊受託開発は関連製品に計上　　＊受託開発は関連製品に計上

②② 営業利益：同３．４％増営業利益：同３．４％増

広告宣伝の積極的な拡大。広告宣伝の積極的な拡大。

③③ 経常利益：同１９．８％増経常利益：同１９．８％増

投資有価証券売却損の減少。投資有価証券売却損の減少。
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通期の業績見通し通期の業績見通し
（単位：百万円）（単位：百万円）

Ⅱ． ２００４年３月期（通期）の見通し

03/3 04/3 04/3

比率 （予想前回）（予想今回） 比率 増減 伸率

売上高 12,443 100.0% 12,800 13,100 100.0% 657 5.3%

売上総利益 10,120 81.3% 10,432 10,679 81.5% 559 5.5%

販売管理費 4,592 36.9% 4,932 4,961 37.9% 369 8.0%

営業利益 5,528 44.4% 5,500 5,718 43.6% 190 3.4%

営業外損益 △ 515 △ 4.1% 0 289 2.2% 804 －

経常利益 5,013 40.3% 5,500 6,007 45.9% 994 19.8%

当期利益 2,434 19.6% 3,000 3,384 25.8% 950 39.0%

注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率
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通期の部門別売上高通期の部門別売上高
（単位：百万円）（単位：百万円）

Ⅱ． ２００４年３月期（通期）の見通し

03/3 04/3 04/3
構成比 （前回予想） （今回予想） 構成比 増減 伸率

ソリューション 3,996 32.1% 4,200 4,450 34.0% 454 11.4%

関連製品 3,840 30.9% 3,750 3,750 28.6% △ 90 △ 2.3%

サービス 4,607 37.0% 4,850 4,900 37.4% 293 6.4%

合計 12,443 100.0% 12,800 13,100 100.0% 657 5.3%
注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率

••ｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ ：更新需要と新ＥＲＰの拡大が寄与。下期よりオフコンのリプレイス：更新需要と新ＥＲＰの拡大が寄与。下期よりオフコンのリプレイス

需要に期待。需要に期待。
••サービス：新ＥＲＰ及びＬＡＮＰＡＣＫの拡大により、保守・メンテナンス契約がサービス：新ＥＲＰ及びＬＡＮＰＡＣＫの拡大により、保守・メンテナンス契約が
引き続き増加へ。引き続き増加へ。
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業績の推移業績の推移((半期ﾍﾞｰｽ）半期ﾍﾞｰｽ）
Ⅱ． ２００４年３月期（通期）の見通し

営業利益売上高

（単位：百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500売上高

営業利益

売上高 4,492 5,753 6,260 6,211 5,253 5,657 5,351 5,917 6,046 6,397 6,402 6,698 

営業利益 1,321 2,570 2,832 2,768 1,705 2,209 1,964 2,387 2,639 2,889 2,739 2,979 

98/9 99/3 99/9 00/3 00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9
04/3
(予)

・営業利益の変化・営業利益の変化

03/303/3→→ 03/903/9：ＴＶＣＭ費用の増加：ＴＶＣＭ費用の増加
03/903/9→→ 04/304/3：売上の増加：売上の増加

（単位：百万円）
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 ソリューション

関連製品

サービス

ソリューション 3,306 3,022 2,203 2,151 1,902 2,038 1,907 2,089 2,216 2,234 

関連製品 1,373 1,490 1,336 1,621 1,427 1,717 1,909 1,931 1,745 2,005 

サービス 1,579 1,701 1,713 1,887 2,022 2,162 2,230 2,377 2,441 2,459 

99/9 00/3 00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9 04/3(予)

品目別売上高（半期ﾍﾞｰｽ）品目別売上高（半期ﾍﾞｰｽ）
（単位：百万円）

Ⅱ． ２００４年３月期（通期）の見通し
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ソリューションの出荷数量（半期ﾍﾞｰｽ）ソリューションの出荷数量（半期ﾍﾞｰｽ）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000 新ERP

LANPACK

Standalone

太鼓判

新ERP 221 432 354 527 511 584 606

LANPACK 1,430 1,791 1,768 2,038 2,143 2,215 2,369 

Standalone 16,646 16,133 14,357 16,648 11,867 13,846 15,654 

太鼓判 3,154 9,978 5,710 4,019 2,817 1,897 2,597 

00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9

（単位：本）

Ⅱ． ２００４年３月期（通期）の見通し
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今後の経営戦略今後の経営戦略
Ⅲ．今後の経営戦略

事業環境事業環境

ターゲット別戦略ターゲット別戦略

チャネル別戦略チャネル別戦略

営業体制＆広告宣伝営業体制＆広告宣伝

製品強化製品強化

Windows Server 2003 Windows Server 2003 対応について対応について

今後２年間のアクションプラン今後２年間のアクションプラン
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Ⅲ．今後の経営戦略

事業環境事業環境

オフコンのリプレース時期が到来オフコンのリプレース時期が到来
–– リースアップのタイミング。下期からの需要立ち上がりリースアップのタイミング。下期からの需要立ち上がり
に期待。に期待。

カスタマイズニーズが強い一方で、ＩＴ予算の抑カスタマイズニーズが強い一方で、ＩＴ予算の抑
制・削減要請は強い制・削減要請は強い
–– ＰＫＧ・ＳＷの機能アップ→個別開発からのシフトＰＫＧ・ＳＷの機能アップ→個別開発からのシフト

ITITネットワーク化投資促進税制」ネットワーク化投資促進税制」
–– 20032003年年11月～月～20062006年年33月月
ブロードバンド環境の利用によるシェアード・サーブロードバンド環境の利用によるシェアード・サー
ビスの需要増大ビスの需要増大
–– 商談が大型化（企業サイズ　＆　対象拠点の拡大）商談が大型化（企業サイズ　＆　対象拠点の拡大）

当社の新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫの導入機会が増加へ当社の新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫの導入機会が増加へ
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Ⅲ．今後の経営戦略

ターゲット別戦略ターゲット別戦略

従業員従業員3030名未満名未満
–– 8080％が業務ＰＫＧを導入済み％が業務ＰＫＧを導入済み

–– 新規よりもﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ中心【スタンドアロン】新規よりもﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ中心【スタンドアロン】

–– 効率的な効率的な““インフラ型営業インフラ型営業””の展開がポイントの展開がポイント

従業員従業員3030名以上名以上
–– オフコンのユーザー多いオフコンのユーザー多い

–– 【新ＥＲＰ】や【ＬＡＮＰＡＣＫ】の新規導入チャンス【新ＥＲＰ】や【ＬＡＮＰＡＣＫ】の新規導入チャンス

–– 提案型営業がポイント提案型営業がポイント
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Ⅲ．今後の経営戦略

チャネル別戦略チャネル別戦略

旧・現オフコンディーラー旧・現オフコンディーラー

–– 富士通系、ＩＢＭ系、リコー系、富士通系、ＩＢＭ系、リコー系、 ＮＥＣ系　などＮＥＣ系　など

会計事務所会計事務所

–– 0101年年22月：月： 会計事務所パートナー会（ＯＳＡＰ）設立会計事務所パートナー会（ＯＳＡＰ）設立

–– 0202年年44月：ＬＡＮＰＡＣＫ版のシンクロシステム導入開始月：ＬＡＮＰＡＣＫ版のシンクロシステム導入開始

–– 現在：スタンドアロン版のシンクロシステムを開発中　現在：スタンドアロン版のシンクロシステムを開発中　

総研系、金融機関系、コンサル系総研系、金融機関系、コンサル系

–– 必要に応じてアライアンス必要に応じてアライアンス

»» 0202年年77月：田辺経営、月：田辺経営、0202年年99月：月：NTTNTTコミュニケーションズ、コミュニケーションズ、0202年年99
月：ソフトバンク・コマースとディサークル、月：ソフトバンク・コマースとディサークル、0303年年1010月：内田洋行　月：内田洋行　
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Ⅲ．今後の経営戦略

営業体制＆広告宣伝営業体制＆広告宣伝

営業体制営業体制
–– 新ＥＲＰのコンサルティング・営業体制の強化新ＥＲＰのコンサルティング・営業体制の強化

»» 0101年年99月：東京月：東京77名（ＣＳセンター）、大阪４名、名古屋名（ＣＳセンター）、大阪４名、名古屋11名名
を直販部隊として設置を直販部隊として設置

»» 0202年年44月頃より本格稼動⇒売上増に寄与月頃より本格稼動⇒売上増に寄与

»»中途採用を中心にＣＳセンター要員を強化中途採用を中心にＣＳセンター要員を強化

–– 「ＩＴコーディネーター」資格を「ＩＴコーディネーター」資格を1010数名が取得中数名が取得中

–– 「ＯＢＣｿﾘｭｰｼｮﾝ･ｾﾐﾅｰ」などでの提案強化「ＯＢＣｿﾘｭｰｼｮﾝ･ｾﾐﾅｰ」などでの提案強化
⇒次のページ⇒次のページ

広告宣伝広告宣伝
–– ＴＶＣＭ中心に実施ＴＶＣＭ中心に実施

–– 新ＥＲＰ、ブロードバンドに重点新ＥＲＰ、ブロードバンドに重点
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Ⅲ．今後の経営戦略

奉行フォーラム　奉行フォーラム　in Tokyoin Tokyo
20032003年年1010月月2020日日((月月)  13:00)  13:00～～17:00 17:00 開催開催
約約100100名（限定）が来場名（限定）が来場

新製品紹介コーナー新製品紹介コーナー新製品紹介コーナー

中堅企業に戦略的人事管理を支援中堅企業に戦略的人事管理を支援「人事奉行「人事奉行 2121」」人事情報・履歴情報の一元管理を実人事情報・履歴情報の一元管理を実
現する人事奉行、また現する人事奉行、またWebWeb参照・昇給シュミレーションなどオプションの紹介参照・昇給シュミレーションなどオプションの紹介

1515：：5050～～1616：： 2020

高機能なデータ管理を実現高機能なデータ管理を実現「「BACKUPBACKUP奉行」奉行」 各種奉行シリーズのデータバックアップを各種奉行シリーズのデータバックアップを

自動化、スケジュール化し業務負荷の軽減・データ保全を実現自動化、スケジュール化し業務負荷の軽減・データ保全を実現
1515：：1010～～1515：： 4040

最新技術で、速度最新技術で、速度UPUP！！「「奉行奉行BBBB」」＆「＆「64bit64bit」」 BBBB環境を活用した高速処理でコストダウン環境を活用した高速処理でコストダウン
を実現「奉行」＋を実現「奉行」＋「「Meta Frame XPMeta Frame XP」」。。さらにさらに6464bitbit対応対応200200％％UPUPを実現を実現1414：：1515～～1515：： 0000

当社　代表挨拶　　（株）オービックビジネスコンサルタント　和田　成史当社　代表挨拶　　（株）オービックビジネスコンサルタント　和田　成史1414：：0000～～1414：： 1515

奉行相談コーナー奉行相談コーナー奉行相談コーナー

デモ・相談コーナー設置し、デモ・相談コーナー設置し、 OBCOBCシステムコンサルタントシステムコンサルタント1010名以上が随時ご相談を受け付けました。名以上が随時ご相談を受け付けました。

会計・販売管理・人事給与管理など各種奉行シリーズ及び豊富なオプションシステムについての製品説明、環境会計・販売管理・人事給与管理など各種奉行シリーズ及び豊富なオプションシステムについての製品説明、環境
構築やカスタマイズについてのご相談などをお受けしました。構築やカスタマイズについてのご相談などをお受けしました。
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Ⅲ．今後の経営戦略

製品強化製品強化

～ブロードバンドを取り巻くソリューションを拡充～～ブロードバンドを取り巻くソリューションを拡充～

0303年年33月：ブローバンドのラインアップ強化月：ブローバンドのラインアップ強化

–– 「人事奉行「人事奉行2121新新ERPERP」」　　BroadBandBroadBand EditionEdition
–– 「「人事奉行人事奉行2121LANPACKLANPACK」」　　BroadBandBroadBand EditionEdition

0303年年44月：ブローバンド向けバンドル製品を発売月：ブローバンド向けバンドル製品を発売

–– シトリックス・システムズ・ジャパンと提携。シトリックス・システムズ・ジャパンと提携。

–– OBCOBCの勘定奉行などにの勘定奉行などにCitrixCitrix・・MetaFrameMetaFrame XPXPをバンドル（同梱）したをバンドル（同梱）した
製品を製品をOBCOBCが開発・発売。が開発・発売。

–– 運用環境の効率化とパフォーマンスの改善を実現。運用環境の効率化とパフォーマンスの改善を実現。

0303年年99月：『月：『BACKUPBACKUP奉行』を発売奉行』を発売

–– 主力商品カテゴリである「奉行新主力商品カテゴリである「奉行新ERPERP BroadBandBroadBand EditionEdition」「」「奉行奉行
LANPACKLANPACK BroadBandBroadBand EditionEdition」」のデータセキュリティを高め、システのデータセキュリティを高め、システ

ム管理者のサーバ運用を大幅に軽減するストレージリソースマネジメム管理者のサーバ運用を大幅に軽減するストレージリソースマネジメ
ントソリューション『ントソリューション『BACKUPBACKUP奉行』を新発売。奉行』を新発売。
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Windows Server 2003 Windows Server 2003 対応について対応について
Ⅲ．今後の経営戦略

「奉行シリーズ」製品の「奉行シリーズ」製品の Windows Server Windows Server 
2003 2003 製品版製品版 での検証は完了済みでの検証は完了済み！！
（（20032003年年55月月 99日）日）

奉行新奉行新ERP / LANPACK ERP / LANPACK にて動作確認完了にて動作確認完了

　→　→ 正常動作を確認正常動作を確認

最新情報は最新情報は OBC OBC のホームページに公開中のホームページに公開中

»» http://www.obc.co.jp/SUPPORT/ostaio.htmlhttp://www.obc.co.jp/SUPPORT/ostaio.html

http://www.obc.co.jp/SUPPORT/ostaio.html
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今後２年間のアクションプラン今後２年間のアクションプラン
Ⅲ．今後の経営戦略

ＳＬ：ソリューション   ＲＰ：関連製品   ＳＶ：サービス 上段：前回    下段：今回
ＳＬ ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年
ＳＶ ３月期 ３月期 ３月期 ３月期 ３月期

新ERP Ｃ → Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ
（ｶｽﾀﾏｲｽﾞ） Ｃ → Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ
新ERP － － － － －
（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ） Ｃ Ｃ Ｂ Ａ Ａ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ
Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ
Ｃ → Ｂ Ａ- Ａ- Ａ Ａ
Ｃ → Ｂ Ａ- Ａ- Ａ- Ａ

Ａ：成長時期（収益発生）  Ｂ：市場浸透時期（収益＝コスト）  Ｃ：立ち上げ時期（コスト発生）

ＥＢ
ＳＬ
ＲＰ
ＳＶ

戦略

ＲＰ

ＳＬ

ＳＬ
ＳＶ

「．ＮＥＴ」



本日はありがとうございました。本日はありがとうございました。

http://www.http://www.obcobc.co..co.jpjp//

本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画数値と異なる可能性
があることにご留意ください。又、本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりま
せん。
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